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は
じ
め
に

宮　
本　
常　
一　
が　
写　
し　
た　
写　
真　
の　
数　
は　
、　

ま　
だ　
正　
確　
に　
把　
握　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
せ　
ん　

が　
、　
膨　
大　
な　
数　
に　
な　
り　
、　
列　
島　
改　
造　
前　

の　
日　
本　
の　
姿　
を　
、　
克　
明　
に　
写　
真　
記　
録　
と　

し　
て　
残　
し　
た　
、　
貴　
重　
な　
遺　
産　
と　
い　
え　
ま　

す　
。　こ　

の　
価　
値　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　

の　
評　
価　
が　
あ　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
が　
、　
最　
近　

読　
売　
新　
聞　
に　
載　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
、　
外　
人　

の　
写　
真　
家　
ジ　
ョ　
ニ　
ー　
・　
ハ　
イ　
マ　
ス　
さ　
ん　

が　
、　
あ　
ま　
り　
に　
も　
変　
わ　
っ　
た　
日　
本　
の　
現　

在　
の　
姿　
を　
見　
て　
嘆　
き　
、　「　
日　
本　
の　
三　
十　

年　
間　
の　
変　
化　
は　
ひ　
ど　
い　
。　
悲　
し　
い　
で　
す　

ね　
。　
タ　
イ　
ム　
ス　
リ　
ッ　
プ　
し　
て　
、　
田　
舎　
の　

豊　
な　
風　
景　
に　
戻　
し　
た　
い　
気　
持　
ち　
で　
す　
。　」　

と　
話　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
環　
境　
問　
題　
に　
取　
り　
組　
ん　
で　
い　

る　
グ　
レ　
ッ　
グ　
さ　
ん　
は　
、　
日　
本　
で　
の　
大　
気　

汚　
染　
の　
影　
響　
を　
知　
る　
に　
は　
、　
歩　
く　
こ　
と　

が　
一　
番　
と　
、　
車　
も　
な　
に　
も　
使　
わ　
ず　
歩　
い　

て　
、　
松　
や　
植　
物　
の　
被　
害　
を　
発　
見　
し　
て　
い　

ま　
す　
。　

宮　
本　
常　
一　
が　
三　
十　
年　
前　
か　
ら　
四　
十　
年　

前　
を　
中　
心　
に　
、　
な　
ぜ　
写　
真　
を　
撮　
っ　
た　
か　
、　

何　
故　
わ　
ざ　
わ　
ざ　
歩　
い　
た　
の　
か　
、　
日　
本　
人　

で　
な　
く　
外　
国　
の　
人　
が　
宮　
本　
常　
一　
の　
業　
績　

を　
教　
え　
て　
く　
れ　
て　
い　
る　
よ　
う　
で　
す　
。　

宮
本
常
一
と
写
真

ハ　
イ　
マ　
ス　
さ　
ん　
の　
い　
う　
、　
日　
本　
の　
古　

き　
良　
き　
姿　
を　
含　
め　
、　
写　
し　
記　
録　
さ　
れ　
て　

い　
る　
の　
が　
宮　
本　
常　
一　
の　
十　
万　
枚　
に　
及　
ぶ　

写　
真　
と　
聞　
き　
取　
り　
調　
査　
の　
記　
録　
で　
す　
。　

渋　
沢　
敬　
三　
は　
宮　
本　
常　
一　
に　
日　
本　
各　
地　
を　

歩　
い　
て　
も　
ら　
い　
、　
日　
本　
の　
基　
に　
な　
っ　
て　

い　
る　
本　
当　
の　
日　
本　
の　
姿　
を　
、　
古　
老　
か　
ら　

聞　
き　
書　
き　
し　
て　
、　
記　
録　
す　
る　
よ　
う　
頼　
ま　

れ　
ま　
し　
た　
。　
宮　
本　
常　
一　
は　
日　
本　
中　
を　
歩　

き　
回　
り　
、　
特　
に　
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「　
町　
か　
ら　
離　
れ　
て　
、　
旅　
人　
も　
あ　
ま　
り　
行　

か　
な　
い　
所　
に　
、　
日　
本　
の　
か　
っ　
て　
の　
姿　
が　

残　
っ　
て　
い　
る　
。　」　

と　
、　
車　
で　
行　
け　
な　
い　
と　
こ　
ろ　
を　
、　
主　
に　

歩　
い　
た　
わ　
け　
で　
す　
。　そ　
れ　
が　
、　七　
十　
三　
年　

の　
生　
涯　
に　
合　
計　
十　
六　
万　
キ　
ロ　
、　
地　
球　
を　

四　
周　
す　
る　
ほ　
ど　
の　
行　
程　
を　
歩　
き　
、　
超　
人　

的　
と　
も　
い　
え　
る　
旅　
を　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
ま　

さ　
に　
前　
人　
未　
到　
の　
業　
績　
と　
い　
え　
ま　
す　
。　

そ　
の　
と　
き　
宮　
本　
常　
一　
は　
、　
聞　
き　
取　
り　

用　
の　
ノ　
ー　
ト　
と　
と　
も　
に　
、　
必　
ず　
カ　
メ　
ラ　

を　
携　
え　
写　
真　
を　
写　
さ　
れ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
が　
歩　
い　
て　
聞　
き　
書　
き　
し　
た　
以　
外　

に　
、　
全　
国　
に　
亘　
る　
日　
本　
の　
姿　
の　
、　
克　
明　

な　
記　
録　
と　
な　
り　
、　
今　
に　
な　
っ　
て　
は　
写　
そ　

う　
と　
思　
っ　
て　
も　
、　
写　
せ　
な　
い　
貴　
重　
な　
写　

真　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
整　
理　
さ　
れ　
た　
写　
真　
数　
は　
日　

本　
の　
も　
の　
が　
殆　
ど　
で　
、　
平　
成　
十　
一　
年　
十　

一　
月　
ま　
で　
に　
整　
理　
さ　
れ　
、　
焼　
き　
付　
け　
さ　

れ　
た　
数　
は　
、　
八　
万　
五　
千　
四　
百　
十　
三　
枚　
で　

す　
が　
、　
ま　
だ　
全　
部　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

昭　
和　
二　
十　
年　
ご　
ろ　
の　
古　
い　
写　
真　
（　
名　
刺　

版　
）　
や　
、　
ほ　
か　
に　
ア　
フ　
リ　
カ　
を　
旅　
行　
し　

た　
と　
き　
の　
写　
真　
約　
五　
千　
枚　
が　
あ　
り　
ま　

す　
。　
こ　
れ　
も　
宮　
本　
常　
一　
の　
眼　
を　
通　
し　
て　

観　
た　
、　
外　
国　
特　
に　
開　
発　
途　
上　
国　
の　
貴　
重　

な　
写　
真　
で　
す　
。　

宮　
本　
常　
一　
は　
な　
ぜ　
こ　
れ　
だ　
け　
の　
写　
真　

を　
撮　
っ　
た　
の　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

そ　
れ　
は　
宮　
本　
常　
一　
の　
師　
匠　
で　
あ　
る　
、　

渋　
沢　
敬　
三　
、　
さ　
ら　
に　
は　
敬　
三　
の　
父　
の　
篤　

二　
か　
ら　
の　
、　
日　
本　
の　
写　
真　
史　
と　
も　
言　
え　

る　
写　
真　
の　
長　
い　
歴　
史　
が　
あ　
る　
か　
ら　
だ　
と　

思　
い　
ま　
す　
。　

渋
沢
篤
二
と
写
真

明　
治　
の　
元　
勲　
渋　
沢　
栄　
一　
の　
長　
男　
篤　
二　

は　
日　
本　
最　
初　
の　
ル　
ポ　
ラ　
イ　
タ　
ー　
と　
言　
え　

る　
人　
で　
、　
日　
本　
に　
写　
真　
機　
が　
紹　
介　
さ　
れ　

た　
明　
治　
二　
十　
六　
年　
（　
一　
八　
九　
三　
年　
）　
頃　

か　
ら　
写　
真　
を　
撮　
り　
始　
め　
、　
明　
治　
三　
十　
二　

年　
（　
一　
八　
九　
九　
年　
）　
に　
義　
兄　
穂　
積　
陳　
重　

に　
従　
っ　
て　
欧　
米　
に　
留　
学　
し　
、　
特　
に　
フ　
ラ　

ン　
ス　
・　
パ　
リ　
の　
写　
真　
を　
撮　
り　
、　
初　
め　
て　

日　
本　
に　
紹　
介　
し　
ま　
し　
た　
。　

明　
治　
四　
十　
一　
年　
頃　
イ　
ー　
ス　
ト　
マ　
ン　
コ　

ダ　
ッ　
ク　
カ　
メ　
ラ　
が　
出　
る　
と　
す　
ぐ　
利　
用　
す　

る　
な　
ど　
、　
日　
本　
の　
ル　
ポ　
ル　
タ　
ー　
ジ　
ュ　
写　
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真　
撮　
影　
の　
先　
駆　
者　
で　
し　
た　
。　

渋　
沢　
敬　
三　
は　
父　
篤　
二　
の　
写　
し　
た　
写　
真　

を　
ま　
と　
め　
て　
、　『　
瞬　
間　
の　
累　
積　
』　
と　
い　
う　

写　
真　
集　
を　
出　
版　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
歴　
史　

の　
流　
れ　
の　
な　
か　
の　
瞬　
間　
を　
捉　
え　
、　
こ　
れ　

を　
累　
積　
し　
た　
も　
の　
が　
写　
真　
集　
で　
あ　
る　
と　

い　
う　
、　
渋　
沢　
敬　
三　
独　
特　
の　
ユ　
ー　
モ　
ア　
の　

あ　
る　
書　
名　
の　
付　
い　
た　
写　
真　
集　
で　
、　
宮　
本　

常　
一　
写　
真　
史　
が　
出　
来　
る　
と　
す　
れ　
ば　
、　日　
本　

で　
最　
初　
の　
業　
績　
と　
な　
る　
と　
み　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

渋
沢
敬
三
と
写
真

渋　
沢　
敬　
三　
は　
日　
本　
銀　
行　
総　
裁　
、　
大　
蔵　

大　
臣　
な　
ど　
の　
要　
職　
に　
つ　
か　
れ　
、　
太　
平　
洋　

戦　
争　
直　
後　
の　
日　
本　
経　
済　
の　
立　
て　
直　
し　
に　

奔　
走　
さ　
れ　
る　
傍　
ら　
、　
民　
俗　
学　
者　
と　
し　
て　

学　
会　
か　
ら　
表　
彰　
さ　
れ　
る　
ほ　
ど　
の　
業　
績　
を　

挙　
げ　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
苦　
労　
し　
て　
努　
力　
し　
て　
い　
る　
学　

者　
に　
対　
し　
、　
陰　
の　
援　
助　
を　
さ　
れ　
た　
方　
で　

す　
。　
旅　
の　
記　
録　
を　
写　
真　
に　
止　
め　
る　
こ　
と　

は　
、　
渋　
沢　
敬　
三　
自　
身　
が　
早　
く　
か　
ら　
実　
施　

し　
て　
き　
た　
こ　
と　
で　
、　
十　
六　
ミ　
リ　
の　
映　
写　

機　
が　
出　
る　
と　
、　
い　
ち　
早　
く　
利　
用　
す　
る　
な　

ど　
、　
父　
篤　
二　
ゆ　
ず　
り　
の　
精　
神　
を　
持　
っ　
て　

お　
ら　
れ　
、　
旅　
の　
記　
録　
を　
写　
真　
に　
止　
め　
る　

と　
い　
う　
こ　
と　
が　
、　
渋　
沢　
敬　
三　
か　
ら　
宮　
本　

常　
一　
に　
続　
き　
、　
旅　
の　
記　
録　
写　
真　
の　
基　
と　

な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

渋　
沢　
敬　
三　
は　
太　
平　
洋　
戦　
争　
終　
結　
後　
、　

日　
本　
が　
立　
ち　
直　
れ　
る　
か　
を　
知　
る　
た　
め　

に　
、　
農　
村　
を　
歩　
く　
旅　
に　
出　
て　
い　
ま　
す　
。　

宮　
本　
常　
一　
が　
同　
行　
す　
る　
こ　
と　
が　
多　
く　
、　

昭　
和　
二　
十　
二　
年　
十　
月　
（　
一　
九　
四　
二　
年　
）　

京　
都　
を　
出　
発　
点　
に　
九　
州　
ま　
で　
旅　
を　
し　
て　

い　
ま　
す　
。　
そ　
の　
と　
き　
大　
島　
に　
立　
ち　
寄　
ら　

れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　
旅　
で　
農　
村　
を　
中　
心　

に　
歩　
き　
、　
日　
本　
は　
必　
ず　
立　
ち　
直　
れ　
る　
と　

の　
自　
信　
を　
得　
た　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　

「　
絵　
引　
き　
」　
と　
宮　
本　
常　
一　
の　
写　
真　

宮　
本　
常　
一　
の　
写　
真　
の　
中　
に　
は　
、　『　
真　

貴　
山　
縁　
起　
』　『　
餓　
鬼　
草　
紙　
』　『　
絵　
師　
草　
紙　
』　

『　
石　
山　
寺　
縁　
起　
』　
な　
ど　
の　
古　
代　
絵　
巻　
が　

多　
く　
写　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
は　
渋　
沢　
敬　
三　
の　
「　
絵　
引　
き　
は　
作　
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れ　
ぬ　
も　
の　
か　
」　
と　
い　
う　
発　
想　
か　
ら　
き　
た　

も　
の　
で　
、　
古　
代　
絵　
巻　
の　
な　
か　
に　
は　
、　
当　

時　
の　
民　
俗　
的　
事　
象　
が　
、　
描　
か　
れ　
た　
絵　
巻　

の　
な　
か　
に　
、　
か　
な　
り　
の　
量　
の　
民　
具　
そ　
の　

他　
が　
、　
偶　
然　
記　
録　
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
に　

気　
付　
き　
、　
文　
章　
の　
み　
で　
は　
分　
り　
難　
い　
面　

を　
、　
は　
っ　
き　
り　
さ　
せ　
る　
た　
め　
に　
、　
絵　
で　

解　
説　
す　
る　
こ　
と　
を　
思　
い　
つ　
き　
、　
ま　
と　
め　

た　
も　
の　
が　
、　
「　
日　
本　
常　
民　
生　
活　
絵　
引　
」　

で　
す　
。　

ま　
た　
宮　
本　
常　
一　
は　
そ　
の　
後　
、　
Ｎ　
Ｈ　
Ｋ　

文　
化　
セ　
ン　
タ　
ー　
の　
講　
座　
で　
「　
絵　
巻　
物　
に　

見　
る　
中　
世　
民　
衆　
の　
生　
活　
史　
」　
と　
題　
し　
て　

十　
回　
の　
講　
義　
を　
行　
い　
、　
そ　
の　
ダ　
イ　
ジ　
ェ　

ス　
ト　
版　
と　
し　
て　
、　「　
絵　
巻　
物　
に　
見　
る　
日　

本　
庶　
民　
生　
活　
誌　
」　
を　
出　
版　
さ　
れ　
て　
い　
ま　

す　
。　
絵　
巻　
、　
草　
紙　
類　
を　
写　
真　
に　
残　
す　
こ　

と　
で　
、　
貴　
重　
な　
資　
料　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

宮
本
常
一
と
写
真
の
内
容

渋　
沢　
敬　
三　
に　
日　
本　
中　
を　
旅　
し　
て　
、　
古　

老　
か　
ら　
日　
本　
の　
姿　
を　
聞　
き　
書　
き　
に　
よ　
り　

残　
す　
よ　
う　
に　
言　
わ　
れ　
た　
宮　
本　
常　
一　
は　
、　

同　
時　
に　
写　
真　
撮　
影　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　
こ　

れ　
で　
残　
さ　
れ　
た　
の　
が　
、　
列　
島　
改　
造　
前　
の　

日　
本　
の　
写　
真　
に　
よ　
る　
記　
録　
で　
、　
今　
と　
な　

っ　
て　
は　
写　
そ　
う　
と　
思　
っ　
て　
も　
出　
来　
な　
い　

貴　
重　
な　
写　
真　
の　
記　
録　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　

す　
。　そ　

の　
内　
容　
は　
日　
本　
の　
各　
地　
を　
足　
で　
歩　

き　
、　
撮　
影　
し　
た　
写　
真　
を　
見　
ま　
す　
と　
都　

会　
･  
農　
村　
･  
漁　
村　
・　
山　
村　
の　
写　
真　
･  
集　

落　
･  
民　
具　
･  
服　
装　
類　
な　
ど　
目　
に　
付　
く　
あ　

ら　
ゆ　
る　
も　
の　
が　
写　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
全　
体　
を　
把　
握　
す　
る　
た　
め　
に　
、　
空　

か　
ら　
写　
し　
た　
日　
本　
各　
地　
の　
俯　
瞰　

ふ

か

ん

写　
真　
も　

含　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
ら　
の　
写　
真　
の　
一　
部　
を　
利　
用　
し　
て　

ま　
と　
め　
ら　
れ　
た　
本　
が　
、　『　
私　
の　
日　
本　
地　

図　
』　
（　
株　
式　
会　
社　
同　
友　
館　
　　
昭　
和　
四　
十　

六　
年　
発　
行　
）　
で　
、　
一　
か　
ら　
十　
ま　
で　
十　
冊　

刊　
行　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
な　
か　
の　
「　
周　
防　
大　
島　
」　
と　
い　
う　

本　
で　
は　
、　

一　
、　
ふ　
る　
さ　
と　
の　
村　

5

白木山と段々畑

下 田 八 幡 宮

宮
本
先
生
撮
影
（
昭
和
3  0  
年
年
代
）

現
　
在

宮
本
先
生
撮
影
（
昭
和
3  0  
年
年
代
）

現
　
在
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か　
ら　
始　
ま　
り　
周　
防　
大　
島　
が　
紹　
介　
さ　
れ　
て　

い　
ま　
す　
。　
こ　
の　
本　
で　
使　
用　
さ　
れ　
た　
写　
真　

は　
全　
部　
で　
約　
三　
百　
枚　
、　
う　
ち　
宮　
本　
常　
一　

の　
生　
ま　
れ　
た　
長　
崎　
の　
写　
真　
は　
七　
十　
八　
枚　

使　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
な　
か　
に　
は　
埋　
め　
立　
て　
の　
行　
わ　
れ　

て　
い　
る　
海　
岸　
線　
の　
写　
真　
、　
各　
集　
落　
の　
写　

真　
、　
家　
の　
写　
真　
、　
墓　
か　
ら　
民　
具　
、　
漁　
具　

な　
ど　
が　
示　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
最　
近　
よ　
く　

話　
題　
に　
な　
る　
棚　
田　
に　
変　
わ　
っ　
て　
、　
周　
防　

大　
島　
で　
は　
段　
畑　
が　
多　
く　
、　
こ　
れ　
を　
大　
島　

で　
は　
段　
々　
畑　
（　
だ　
ん　
だ　
ん　
ば　
た　
け　
）　
と　

呼　
ん　
で　
い　
ま　
し　
た　
。　

そ　
の　
頃　
の　
段　
々　
畑　
は　
、　
畑　
の　
畦　
が　
等　

高　
線　
の　
よ　
う　
に　
描　
か　
れ　
た　
、　
き　
れ　
い　
な　

白　
畑　
の　
写　
真　
と　
、　
こ　
こ　
に　
ミ　
カ　
ン　
が　
植　

え　
変　
え　
ら　
れ　
て　
行　
く　
写　
真　
、　
海　
岸　
線　
埋　

め　
立　
て　
中　
の　
写　
真　
な　
ど　
が　
出　
て　
い　
ま　

す　
。　東　

和　
町　
長　
崎　
が　
戦　
前　
戦　
後　
で　
ど　
の　
よ　

う　
に　
変　
わ　
っ　
た　
か　
、　
埋　
め　
立　
て　
後　
の　
跡　

地　
が　
ど　
の　
よ　
う　
に　
変　
わ　
っ　
た　
か　
、　
今　
の　

「　
道　
の　
駅　
サ　
ザ　
ン　
セ　
ト　
東　
和　
」　
も　
、　
文　

化　
財　
収　
蔵　
庫　
も　
、　
農　
村　
交　
流　
伝　
承　
館　

「　
服　
部　
屋　
敷　
」　
も　
東　
和　
町　
陸　
上　
競　
技　
場　

も　
、　
東　
和　
町　
総　
合　
体　
育　
館　
の　
あ　
る　
と　
こ　

ろ　
も　
、　
総　
て　
海　
で　
し　
た　
。　
恐　
ら　
く　
何　
年　

か　
経　
つ　
と　
、　
こ　
の　
様　
な　
こ　
と　
は　
忘　
れ　
ら　

れ　
て　
し　
ま　
う　
で　
し　
ょ　
う　
。　

ま　
た　
白　
木　
中　
学　
校　
は　
水　
田　
が　
埋　
め　
立　

て　
ら　
れ　
て　
出　
来　
た　
こ　
と　
も　
、　
宮　
本　
常　
一　

の　
写　
真　
が　
残　
さ　
れ　
て　
い　
る　
か　
ら　
わ　
か　
る　

こ　
と　
で　
す　
。　
昭　
和　
初　
期　
か　
ら　
太　
平　
洋　
戦　

争　
後　
ま　
で　
、　
畑　
は　
白　
畑　
と　
し　
て　
畑　
作　
物　

の　
栽　
培　
に　
利　
用　
さ　
れ　
、　
続　
い　
て　
み　
か　
ん　

畑　
に　
変　
わ　
り　
、　
人　
手　
不　
足　
と　
高　
齢　
化　
か　

ら　
耕　
作　
放　
棄　
の　
続　
い　
て　
い　
る　
現　
状　
、　
一　

方　
で　
は　
二　
万　
坪　
に　
及　
ぶ　
埋　
め　
立　
て　
が　
行　

わ　
れ　
、　
海　
岸　
線　
は　
道　
路　
と　
防　
波　
堤　
と　
埋　

め　
立　
て　
地　
で　
変　
貌　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
変　
貌　

前　
の　
姿　
を　
宮　
本　
常　
一　
は　
克　
明　
に　
記　
録　
し　

て　
い　
ま　
す　
。　
渋　
沢　
敬　
三　
の　
い　
う　
ま　
さ　
に　

時　
代　
の　
流　
れ　
の　
中　
の　
瞬　
間　
を　
記　
録　
し　
た　

も　
の　
で　
す　
が　
、　
今　
と　
な　
っ　
て　
は　
写　
せ　
な　

い　
貴　
重　
な　
瞬　
間　
の　
累　
積　
で　
す　
。　

宮
本
常
一
の
写
真
と
整
理

宮　
本　
常　
一　
は　
自　
分　
で　
写　
し　
た　
写　
真　

を　
、　
写　
真　
フ　
イ　
ル　
ム　
（　
ネ　
ガ　
）　、　
記　
録　

台　
帳　
、　
自　
作　
ア　
ル　
バ　
ム　
、　
ス　
ラ　
イ　
ド　
と　

丁　
寧　
に　
記　
録　
整　
理　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

一
、
フ
イ
ル
ム
台
帳

宮　
本　
常　
一　
は　
自　
分　
で　
写　
し　
た　
写　
真　
フ　

イ　
ル　
ム　
を　
整　
理　
す　
る　
た　
め　
に　
、　
一　
冊　
の　

ノ　
ー　
ト　
（　
フ　
イ　
ル　
ム　
台　
帳　
）　
を　
作　
り　
、　

フ　
イ　
ル　
ム　
一　
本　
に　
つ　
き　
次　
ぎ　
の　
項　
目　
で　

整　
理　
し　
て　
あ　
り　
ま　
す　
。　

①　
フ　
イ　
ル　
ム　
ナ　
ン　
バ　
ー　

②　
撮　
影　
年　
月　
日　

③　
撮　
影　
場　
所　

④　
備　
　　
考　

の　
順　
に　
書　
き　
込　
ん　
で　
あ　
り　
、　
宮　
本　
常　
一　

自　
身　
で　
フ　
イ　
ル　
ム　
の　
整　
理　
・　
保　
管　
を　
実　

施　
さ　
れ　
、　
神　
崎　
宣　
武　
が　
一　
部　
を　
手　
伝　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
と　
め　
方　
を　
み　
ま　
す　
と　
、　
フ　
イ　
ル　
ム　

一　
本　
ご　
と　
に　
整　
理　
し　
、　ナ　
ン　
バ　
ー　
ワ　
ン　
は　

①　
フ　
イ　
ル　
ム　
ナ　
ン　
バ　
ー　
　　
　　
一　

②　
撮　
影　
の　
日　
付　

昭　
和　
三　
十　
年　
五　
月　
三　
十　
一　
日　

③　
撮　
影　
場　
所　
　　
東　
海　
道　
線　
・　
東　
京　

と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
ノ　
ー　
ト　
の　
記　
録　
は　
、　

①　
フ　
ィ　
ル　
ム　
ナ　
ン　
バ　
ー　
一　
一　
五　
五　

②　
撮　
影　
年　
月　
日　

昭　
和　
四　
十　
九　
年　
十　
月　
十　
七　
日　

下　　田

宮本先生撮影（昭和30年代）

現　在
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③　
撮　
影　
場　
所　
　　
富　
山　

で　
終　
わ　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　
ア　
ル　
バ　
ム　

の　
特　
徴　
は　
、　
昭　
和　
三　
十　
年　
か　
ら　
五　
十　
年　

に　
か　
け　
て　
、　
列　
島　
改　
造　
前　
の　
日　
本　
の　
姿　

を　
、　
克　
明　
に　
写　
し　
て　
あ　
り　
、　
今　
で　
は　
写　

そ　
う　
と　
思　
っ　
て　
も　
、　
写　
せ　
な　
い　
貴　
重　
な　

写　
真　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

こ　
の　
ほ　
か　
に　
昭　
和　
二　
十　
年　
〜　
二　
十　
二　

年　
頃　
の　
周　
防　
大　
島　
、　
対　
馬　
・　
そ　
の　
他　
の　

写　
真　
フ　
ィ　
ル　
ム　
（　
名　
刺　
判　
の　
大　
き　
さ　
）　

が　
約　
二　
百　
枚　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
こ　
こ　
に　
出　

て　
い　
る　
三　
十　
年　
前　
の　
写　
真　
が　
そ　
れ　
で　

す　
。　

（　
フ　
イ　
ル　
ム　
整　
理　
ノ　
ー　
ト　
と　
の　
重　
複　
の　

有　
無　
な　
ど　
再　
整　
理　
中　
）　

二
、　
宮
本
常
一
作
成
の
ア
ル
バ
ム

宮　
本　
常　
一　
家　
に　
は　
、　
宮　
本　
常　
一　
作　
成　

の　
ア　
ル　
バ　
ム　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
全　
部　
で　
百　

二　
十　
九　
冊　
有　
り　
ま　
す　
。　
現　
在　
整　
理　
中　
で　
、　

宮　
本　
常　
一　
作　
成　
の　
フ　
イ　
ル　
ム　
作　
成　
カ　
ー　

ド　
に　
ほ　
ぼ　
準　
拠　
し　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
名　
詞　

版　
の　
大　
き　
さ　
の　
写　
真　
で　
、　
変　
色　
し　
た　
写　

真　
、　
貸　
し　
出　
し　
て　
戻　
っ　
て　
は　
い　
る　
が　
、　

そ　
の　
ま　
ま　
別　
に　
な　
っ　
た　
物　
も　
あ　
り　
、　
ア　

ル　
バ　
ム　
の　
元　
の　
位　
置　
に　
戻　
す　
に　
は　
、　
難　

し　
い　
写　
真　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
今　
後　
は　
貸　
し　

出　
し　
・　
返　
却　
を　
容　
易　
に　
す　
る　
保　
存　
法　
の　

確　
立　
が　
必　
要　
で　
す　
。　

こ　
の　
ア　
ル　
バ　
ム　
は　
写　
し　
た　
位　
置　
や　
年　

代　
を　
知　
る　
た　
め　
に　
、　
貴　
重　
な　
資　
料　
で　
あ　

り　
、　
今　
後　
東　
和　
町　
で　
再　
製　
し　
た　
、　
サ　
ー　

ビ　
ス　
サ　
イ　
ズ　
写　
真　
の　
撮　
影　
位　
置　
の　
照　
合　

に　
必　
要　
で　
す　
。　
ま　
た　
古　
文　
書　
を　
写　
し　
た　

も　
の　
も　
多　
く　
、　
「　
絵　
引　
き　
」　
を　
作　
る　
た　

め　
に　
写　
し　
た　
物　
で　
す　
が　
、　
古　
文　
書　
を　
調　

査　
す　
る　
と　
き　
に　
、　
現　
物　
を　
見　
る　
こ　
と　
が　

難　
し　
い　
時　
、　
こ　
の　
フ　
イ　
ル　
ム　
や　
ア　
ル　
バ　

ム　
で　
調　
べ　
る　
こ　
と　
も　
可　
能　
で　
、　
写　
真　
の　

一　
つ　
の　
価　
値　
と　
云　
え　
ま　
す　
。　

三
、
そ
の
他
の
写
真

①　
ア　
フ　
リ　
カ　

撮　
影　
フ　
イ　
ル　
ム　

十　
一　
本　

撮　
影　
枚　
数　

五　
三　
七　
九　
枚　

②　
ス　
ラ　
イ　
ド　

八　
二　
九　
枚　

③　
昭　
和　
二　
十　
〜　
二　
十　
五　
年　
頃　
の　
写　
真　

④　
フ　
イ　
ル　
ム　
無　
写　
真　

未　
整　
理　

こ　
こ　
ま　
で　
整　
理　
し　
て　
み　
る　
と　
、　
昭　
和　
二　

十　
一　
年　
こ　
ろ　
に　
大　
島　
郡　
・　
瀬　
戸　
内　
海　
と　

対　
馬　
を　
調　
査　
し　
た　
写　
真　
以　
後　
、　
昭　
和　
三　

十　
年　
ま　
で　
の　
十　
年　
間　
の　
写　
真　
が　
、　
殆　
ど　

な　
い　
こ　
と　
で　
す　
。　
こ　
の　
頃　
宮　
本　
常　
一　
は　

農　
村　
を　
歩　
き　
、　
農　
業　
指　
導　
に　
力　
を　
入　
れ　

た　
時　
期　
で　
す　
が　
、　
昭　
和　
二　
十　
五　
年　
八　
学　

会　
、　
二　
十　
六　
年　
九　
学　
会　
連　
合　
の　
対　
馬　
調　

査　
に　
参　
加　
し　
て　
い　
る　
の　
で　
、　
別　
の　
と　
こ　

ろ　
に　
資　
料　
と　
し　
て　
残　
さ　
れ　
て　
い　
る　
の　
か　

も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
調　
査　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　

り　
ま　
す　
。　

四
、
今
後
の
写
真
整
理
と
利
用

今　
後　
の　
写　
真　
整　
理　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

ア　
、　
撮　
影　
場　
所　
の　
不　
明　
な　
写　
真　
の　
解　
析　

と　
照　
合　
写　
真　
で　
撮　
影　
場　
所　
な　
ど　
の　
不　

明　
な　
も　
の　
を　
、　
宮　
本　
常　
一　
作　
成　
の　
ア　

ル　
バ　
ム　
と　
照　
合　
し　
て　
明　
確　
に　
し　
ま　

す　
。　

イ　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
に　
よ　
る　
全　
国　
利　

用　
を　
実　
現　
す　
る　
た　
め　
の　
準　
備　

ウ　
、　
未　
発　
見　
写　
真　
の　
探　
索　

エ　
、　
ス　
ラ　
イ　
ド　
・　
ビ　
デ　
オ　
等　
の　
整　
理　

等　
で　
す　
。　

終
わ
り
に

《　
宮　
本　
常　
一　
の　
眼　
に　
よ　
り　
日　
本　
の　
姿　

を　
写　
真　
に　
よ　
り　
残　
す　
》　
、　
こ　
の　
こ　
と　
は　

森から嵩山をみる

宮本先生撮影（昭和30年代）

現　在



宮　
本　
常　
一　
の　
真　
の　
理　
解　
者　
で　
あ　
っ　
た　
渋　

沢　
敬　
三　
、　
さ　
か　
の　
ぼ　
っ　
て　
日　
本　
で　
最　
初　

の　
ル　
ポ　
ラ　
イ　
タ　
ー　
で　
あ　
っ　
た　
渋　
沢　
敬　
三　

の　
父　
渋　
沢　
篤　
二　
の　
精　
神　
に　
連　
な　
っ　
て　
い　

る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
文　
化　
人　
類　
学　
・　
考　
古　

学　
・　
民　
族　
学　
・　
民　
俗　
学　
・　
民　
具　
学　
・　
農　

学　
等　
を　
併　
せ　
た　
希　
有　
の　
学　
者　
宮　
本　
常　
一　

の　
、　
貴　
重　
な　
文　
化　
遺　
産　
で　
す　
。　
速　
や　
か　

に　
整　
理　
し　
て　
保　
存　
態　
勢　
を　
整　
備　
し　
、　
今　

後　
の　
利　
用　
に　
供　
せ　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
に　
し　
な　

け　
れ　
ば　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
上　
で　
宮　
本　
常　
一　
の　

名　
だ　
け　
で　
、　
す　
で　
に　
検　
索　
件　
数　
三　
百　
九　

十　
二　
件　
と　
出　
て　
き　
ま　
す　
。　

ま　
た　
宮　
本　
常　
一　
の　
研　
究　
に　
東　
和　
町　
を　

訪　
れ　
る　
若　
い　
学　
生　
、　
出　
版　
社　
な　
ど　
も　
跡　

を　
絶　
ち　
ま　
せ　
ん　
。　
宮　
本　
常　
一　
に　
関　
す　
る　

資　
料　
で　
、　
写　
真　
以　
外　
に　
宮　
本　
家　
か　
ら　
寄　

贈　
さ　
れ　
る　
も　
の　
を　
ま　
と　
め　
て　
み　
ま　
す　

と　
、　
次　
ぎ　
の　
よ　
う　
で　
す　
。　

宮
本
常
一
の
遺
し
た
物

１　．　

図　
書　
類　

①　
宮　
本　
常　
一　
の　
著　
書　
及　
び　
著　
作　
集　
を　

含　
む　
雑　
誌　
類　

②　
宮　
本　
常　
一　
が　
企　
画　
・　
監　
修　
・　
編　
集　

し　
た　
も　
の　

③　
宮　
本　
常　
一　
の　
指　
導　
に　
よ　
り　
刊　
行　
し　

た　
も　
の　

④　
宮　
本　
常　
一　
の　
著　
作　
・　
研　
究　
を　
論　
じ　

た　
も　
の　

⑤　
宮　
本　
常　
一　
が　
参　
考　
に　
し　
た　
図　
書　

２　．　

宮　
本　
常　
一　
の　
手　
書　
き　
原　
稿　
・　
コ　
ピ　
ー　

３　．　

宮　
本　
常　
一　
の　
野　
帖　
、　
ノ　
ー　
ト　

４　．　

宮　
本　
常　
一　
の　
日　
記　
、　手　
帳　
、　出　
納　
帳　

５　．　

宮　
本　
常　
一　
宛　
て　
の　
手　
紙　
類　

６　．　

宮　
本　
常　
一　
が　
撮　
影　
、　
又　
は　
撮　
影　
さ　

せ　
た　
写　
真　
フ　
イ　
ル　
ム　
と　
台　
帳　
、　
ア　
ル　

バ　
ム　

以　
上　
は　
総　
て　
宮　
本　
常　
一　
家　
か　
ら　
東　
和　

町　
に　
寄　
贈　
さ　
れ　
る　
も　
の　
で　
す　
。　

①　
１　
、　
の　
図　
書　
類　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
宮　
本　

千　
晴　
（　
常　
一　
の　
長　
男　
・　
府　
中　
市　
に　
在　

住　
）　
が　
整　
理　
中　
で　
あ　
り　
、　
２　
、　
３　
、　

４　
、　
５　
、　
に　
つ　
い　
て　
は　
府　
中　
市　
と　
山　

口　
県　
東　
和　
町　
宮　
本　
家　
に　
保　
管　
さ　
れ　
、　

整　
理　
後　
東　
和　
町　
に　
寄　
贈　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

②　
写　
真　
フ　
イ　
ル　
ム　
は　
東　
和　
町　
で　
焼　
き　
付　

け　
を　
業　
者　
に　
依　
頼　
し　
ア　
ル　
バ　
ム　
作　
成　

中　
で　
す　
。　

③　
宮　
本　
常　
一　
作　
成　
ア　
ル　
バ　
ム　
は　
米　
安　
晟　

が　
預　
か　
り　
整　
理　
中　
で　
す　．　

こ　
れ　
ら　
を　
集　
め　
て　
早　
く　
「　
宮　
本　
常　
一　

郷　
土　
大　
学　
記　
念　
館　
」　
な　
り　
、　「　
宮　
本　
常　

一　
文　
書　
館　
」　
な　
り　
、　「　
宮　
本　
常　
一　
ふ　
る　

さ　
と　
づ　
く　
り　
の　
館　
」　
な　
り　
を　
つ　
く　
り　
た　

い　
も　
の　
で　
す　
。　

渋
沢
敬
三
と
米
安
晟

渋　
沢　
敬　
三　
の　
〈　
絵　
引　
き　
〉　
に　
ヒ　
ン　
ト　

を　
得　
て　
米　
安　
晟　
は　
、　
野　
菜　
作　
り　
の　
本　
を　

作　
る　
と　
き　
、　
イ　
ラ　
ス　
ト　
を　
多　
く　
取　
り　
入　

れ　
た　
手　
引　
き　
書　
を　
作　
り　

「　
絵　
で　
わ　
か　
る　
野　
菜　
つ　
く　
り　
」　
を　
出　
版　

し　
た　
と　
こ　
ろ　
、　
ベ　
ス　
ト　
セ　
ラ　
ー　
と　
な　
り　
、　

改　
訂　
を　
繰　
り　
返　
し　
な　
が　
ら　
、　
す　
で　
に　
十　

年　
以　
上　
も　
出　
版　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
説　
明　

の　
文　
字　
を　
少　
な　
く　
し　
て　
、　
図　
解　
し　
た　
の　

が　
解　
り　
や　
す　
く　
受　
け　
た　
の　
で　
す　
。　
ま　
さ　

8

米　
安　
晟　
は　
渋　
沢　
敬　
三　
・　
宮　
本　
常　
一　
の　
援　
助　
に　
よ　
り　
、　
植　
物　
・　
野　
菜　
に　

つ　
い　
て　
絵　
巻　
・　
写　
真　
を　
活　
か　
し　
た　
図　
書　
発　
行　
及　
び　
生　
態　
写　
真　
の　
撮　
影　
を　

実　
施　
し　
ま　
し　
た　
の　
で　
、　
末　
尾　
を　
借　
り　
て　
報　
告　
し　
ま　
す　
。　

▲ダイコンの根：１日で最長８cmも伸びた



に　
字　
引　
な　
ら　
ぬ　
〈　
絵　
引　
き　
〉　
で　
す　
。　

テ　
レ　
ビ　
・　
ス　
ラ　
イ　
ド　
は　
声　
の　
で　
る　
絵　

引　
き　
と　
も　
云　
え　
る　
も　
の　
で　
、　
今　
後　
さ　
ら　

に　
増　
加　
す　
る　
と　
み　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

渋
沢
敬
三
・
宮
本
常
一
と

米
安
　
晟

宮　
本　
常　
一　
著　
『　
民　
俗　
学　
の　
旅　
』　

1  2  .  
《　
戦　
後　
の　
農　
漁　
村　
を　
歩　
く　
》　

の　
項　
に　
次　
ぎ　
の　
よ　
う　
に　
書　
か　
れ　
て　
い　
ま　

す　
。　

【　

作　
物　
の　
生　
態　
観　
察　
は　
そ　
の　
後　
東　
京　
農　

業　
大　
学　
の　
米　
安　
晟　
博　
士　
が　
実　
に　
丹　
念　

な　
実　
験　
写　
真　
を　
と　
っ　
た　
も　
の　
を　
次　
々　

に　
寄　
贈　
さ　
れ　
、　
そ　
れ　
に　
よ　
っ　
て　
自　
信　

を　
も　
っ　
て　
人　
に　
も　
語　
る　
こ　
と　
が　
出　
来　

る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　

【　

米　
安　
晟　
博　
士　
は　
実　
験　
室　
で　
生　
態　
観　
察　

を　
し　
た　
の　
で　
は　
な　
い　
。　
圃　
場　
で　
こ　
れ　

を　
お　
こ　
な　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　
夜　
間　
畑　

に　
出　
て　
作　
物　
の　
生　
態　
変　
化　
を　
つ　
ぶ　
さ　

に　
と　
ら　
え　
た　
も　
の　
な　
ど　
貴　
重　
な　
資　
料　

で　
あ　
る　
】　

と　
述　
べ　
て　
く　
だ　
さ　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
私　
の　
研　

究　
が　
宮　
本　
常　
一　
を　
力　
付　
け　
た　
と　
い　
う　
こ　

と　
は　
、　
師　
匠　
と　
仰　
ぐ　
宮　
本　
常　
一　
に　
誉　
め　
ら　

れ　
た　
の　
で　
あ　
る　
か　
ら　
、　
こ　
の　
文　
を　
見　
出　
し　

た　
と　
き　
、　少　
し　
で　
も　
恩　
返　
し　
が　
で　
き　
た　
と　
、　

今　
も　
た　
い　
へ　
ん　
嬉　
し　
く　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
写　
真　
に　
よ　
る　
実　
験　
を　
続　
け　
る　
に　

あ　
た　
っ　
て　
は　
、　
渋　
沢　
敬　
三　
先　
生　
に　
よ　
り　

写　
真　
代　
の　
援　
助　
を　
受　
け　
た　
の　
で　
す　
。　
渋　

沢　
敬　
三　
先　
生　
は　
貧　
乏　
で　
金　
に　
困　
り　
な　
が　

ら　
研　
究　
を　
続　
け　
る　
人　
に　
、　
実　
に　
上　
手　
に　

恥　
を　
か　
か　
さ　
な　
い　
よ　
う　
に　
、　
援　
助　
の　
手　

を　
さ　
し　
の　
べ　
て　
下　
さ　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　

幸　
い　
私　
の　
植　
物　
・　
野　
菜　
の　
生　
態　
写　
真　

を　
気　
に　
入　
ら　
れ　
、　
昭　
和　
三　
一　
年　
渋　
沢　
先　

生　
が　
欧　
米　
主　
要　
国　
に　
出　
張　
の　
際　
、　
持　
参　

さ　
れ　
た　
と　
の　
こ　
と　
で　
、　
帰　
ら　
れ　
て　
か　
ら　

私　
に　
「　
外　
人　
は　
観　
察　
力　
に　
乏　
し　
く　
、　
な　

か　
な　
か　
信　
じ　
て　
も　
ら　
え　
な　
か　
っ　
た　
」　
と　

話　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
ま　
し　
た　
。　

渋　
沢　
敬　
三　
・　
宮　
本　
常　
一　
は　
、　
日　
常　
の　

観　
察　
を　
大　
切　
に　
さ　
れ　
、　
変　
化　
し　
て　
止　
ま　

る　
こ　
と　
の　
な　
い　
自　
然　
現　
象　
・　
社　
会　
の　
変　

化　
を　
、　
写　
真　
に　
捉　
え　
て　
残　
す　
こ　
と　
が　
、　

大　
切　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
、　
理　
解　
さ　
れ　
実　
施　

さ　
れ　
た　
の　
で　
す　
。　

私　
は　
植　
物　
・　
作　
物　
・　
野　
菜　
な　
ど　
の　
生　

態　
写　
真　
を　
、　
一　
般　
に　
写　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
、　

夜　
間　
の　
植　
物　
の　
表　
情　
・　
環　
境　
の　
変　
化　
に　

よ　
る　
葉　
の　
動　
き　
と　
か　
、　
地　
下　
部　
の　
根　
の　

写　
真　
を　
中　
心　
に　
撮　
影　
を　
続　
け　
ま　
し　
た　
。　

そ　
の　
写　
真　
の　
一　
部　
が　
宮　
本　
常　
一　
の　
ア　
ル　

バ　
ム　
に　
貼　
付　
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　
、　
ア　

ル　
バ　
ム　
整　
理　
の　
際　
、　
生　
態　
写　
真　
の　
見　
い　

出　
し　
で　
、　
入　
っ　
て　
い　
る　
の　
を　
発　
見　
し　
、　

驚　
い　
た　
次　
第　
で　
す　
。　

渋　
沢　
敬　
三　
は　
私　
に　
こ　
う　
話　
さ　
れ　
ま　
し　

た　
。　

「　
写　
真　
を　
撮　
る　
の　
は　
カ　
メ　
ラ　
マ　
ン　
が　
上　

手　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
が　
、　
写　
真　
は　
下　
手　
で　

も　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
専　
門　
家　
の　
眼　
の　
ほ　
う　

が　
正　
確　
に　
ね　
ら　
い　
を　
写　
す　
こ　
と　
が　
出　
来　

る　
」　
と　
云　
わ　
れ　
、　
植　
物　
・　
野　
菜　
の　
生　
態　
写　

真　
を　
私　
に　
撮　
る　
よ　
う　
云　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

宮　
本　
常　
一　
の　
場　
合　
は　
民　
俗　
学　
者　
と　
し　

て　
の　
観　
察　
眼　
で　
写　
真　
を　
と　
り　
、　
他　
の　
人　

に　
は　
真　
似　
の　
出　
来　
な　
い　
も　
の　
で　
、　
貴　
重　

な　
写　
真　
で　
す　
。　

宮　
本　
常　
一　
・　
米　
安　
晟　
の　
写　
し　
た　
も　
の　

は　
違　
っ　
て　
い　
て　
も　
、　
変　
り　
行　
く　
自　
然　
現　

象　
・　
社　
会　
現　
象　
の　
瞬　
間　
を　
捕　
ら　
え　
た　
、　

渋　
沢　
敬　
三　
の　
い　
う　
「　
瞬　
間　
の　
累　
積　
」　
で　

す　
。　

―　
文　
中　
敬　
称　
略　
―　

9

▲ハ ギ（昼）

▲ハ ギ（夜）
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偲
ぶ
会
―
水
仙
忌
―

今　
世　
紀　
最　
後　
の　
正　
月　
が　
あ　
け　
て　
一　
月　

三　
十　
日　
の　
夕　
べ　
、　
水　
仙　
の　
香　
り　
が　
か　
す　

か　
に　
た　
だ　
よ　
う　
中　
、　
東　
和　
町　
の　
神　
宮　
寺　

で　
今　
年　
も　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
を　
偲　
ぶ　
会　
が　

お　
こ　
な　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
日　
は　
先　
生　
の　
ご　
命　
日　
で　
水　
仙　
忌　

を　
名　
づ　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　
水　
仙　
は　
全　
国　
各　

地　
の　
野　
辺　
に　
、　
寒　
風　
に　
む　
か　
っ　
て　
可　
憐　

な　
花　
を　
咲　
か　
せ　
ま　
す　
。　
そ　
の　
姿　
は　
、　
道　

行　
く　
人　
々　
に　
冷　
た　
い　
風　
に　
吹　
か　
れ　
て　
い　

て　
も　
春　
の　
お　
と　
ず　
れ　
が　
近　
づ　
い　
て　
き　
て　

い　
る　
こ　
と　
を　
感　
じ　
さ　
せ　
ま　
す　
。　

そ　
ん　
な　
イ　
メ　
ー　
ジ　
が　
近　
代　
化　
に　
よ　
っ　

て　
忘　
れ　
ら　
れ　
た　
土　
地　
を　
く　
ま　
な　
く　
歩　

き　
、　
そ　
こ　
に　
生　
き　
る　
人　
々　
を　
明　
る　
く　
励　

ま　
し　
て　
い　
っ　
た　
宮　
本　
先　
生　
の　
姿　
と　
重　
な　

り　
ま　
す　
。　

先　
生　
は　
特　
異　
な　
民　
俗　
学　
者　
と　
し　
て　
知　

ら　
れ　
、　
七　
十　
三　
年　
の　
生　
涯　
に　
合　
計　
十　
六　

万　
キ　
ロ　
に　
わ　
た　
る　
行　
程　
を　
旅　
し　
、　
そ　
の　

旅　
は　
の　
べ　
四　
千　
日　
に　
も　
お　
よ　
ん　
で　
い　
ま　

す　
。　宮　

本　
先　
生　
を　
敬　
愛　
し　
て　
や　
ま　
な　
か　
っ　

た　
作　
家　
の　
司　
馬　
遼　
太　
郎　
さ　
ん　
は　
、　
こ　
う　

語　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

「　
宮　
本　
さ　
ん　
は　
、　
地　
面　
を　
空　
気　
の　
よ　
う　

に　
動　
き　
な　
が　
ら　
歩　
い　
て　
歩　
き　
去　
り　
ま　
し　

た　
。　
日　
本　
の　
人　
と　
山　
河　
を　
こ　
の　
人　
ほ　
ど　

た　
し　
か　
な　
目　
で　
見　
た　
人　
は　
少　
な　
い　
と　
思　

い　
ま　
す　
。　」　

そ　
の　
宮　
本　
先　
生　
も　
新　
世　
紀　
に　
入　
る　
来　

年　
に　
は　
没　
後　
二　
十　
年　
を　
む　
か　
え　
ま　
す　
。　

今　
各　
方　
面　
か　
ら　
先　
生　
の　
関　
連　
の　
本　
が　
出　

版　
さ　
れ　
、　
マ　
ス　
コ　
ミ　
で　
も　
取　
り　
上　
げ　
ら　

れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
や　
っ　
と　
時　

代　
が　
宮　
本　
学　
の　
真　
価　
を　
認　
識　
し　
は　
じ　
め　

た　
の　
で　
し　
ょ　
う　
。　

す
さ
ま
じ
い
変
遷

私　
は　
今　
年　
末　
に　
満　
五　
十　
歳　
に　
な　
り　
ま　

す　
。　
一　
説　
に　
よ　
り　
ま　
す　
と　
、　
そ　
の　
今　
世　

紀　
後　
半　
の　
五　
十　
年　
間　
の　
世　
界　
の　
総　
生　
産　

量　
は　
、　
太　
古　
の　
昔　
か　
ら　
五　
十　
年　
前　
ま　
で　

の　
そ　
れ　
と　
匹　
敵　
す　
る　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　
私　

が　
生　
き　
て　
き　
た　
こ　
の　
五　
十　
年　
の　
年　
月　

は　
、　
人　
類　
の　
歴　
史　
か　
ら　
い　
え　
ば　
、　
ほ　
ん　

の　
一　
瞬　
の　
こ　
と　
で　
す　
。　

そ　
の　
一　
瞬　
の　
間　
に　
、　
私　
た　
ち　
は　
数　
十　

万　
年　
分　
の　
資　
源　
を　
費　
や　
し　
、　
そ　
の　
上　
膨　

大　
な　
つ　
け　
を　
来　
世　
紀　
に　
ま　
わ　
そ　
う　
と　
し　

て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

い　
か　
に　
そ　
の　
変　
遷　
が　
す　
さ　
ま　
じ　
い　
も　
の　

で　
あ　
っ　
た　
か　
、　
特　
に　
日　
本　
の　
「　
高　
度　
成　

長　
」　
は　
、　
世　
界　
史　
に　
も　
例　
の　
な　
い　
「　
民　

族　
的　
実　
験　
」　
で　
し　
た　
。　

こ　
こ　
に　
宮　
本　
先　
生　
の　
残　
さ　
れ　
た　
九　
万　

点　
に　
お　
よ　
ぶ　
写　
真　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
戦　
前　

撮　
ら　
れ　
た　
写　
真　
は　
、　
残　
念　
な　
が　
ら　
空　
襲　

で　
失　
わ　
れ　
て　
し　
ま　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
戦　
後　

と　
り　
続　
け　
た　
膨　
大　
な　
写　
真　
を　
み　
る　
と　
、　

戦　
後　
日　
本　
列　
島　
の　
日　
常　
生　
活　
や　
日　
常　
風　

景　
が　
お　
ど　
ろ　
く　
ほ　
ど　
の　
ス　
ピ　
ー　
ド　
で　
変　

わ　
っ　
て　
い　
く　
過　
程　
が　
よ　
く　
わ　
か　
り　
ま　

す　
。　
二　
万　
冊　
の　
蔵　
書　
と　
と　
も　
に　
東　
和　
町　

に　
寄　
贈　
さ　
れ　
た　
そ　
の　
資　
料　
は　
、　
た　
い　
へ　

ん　
貴　
重　
な　
も　
の　
で　
す　
。　

今　
、　
私　
た　
ち　
は　
急　
激　
に　
過　
去　
を　
忘　
れ　

去　
ろ　
う　
と　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

私　
た　
ち　
人　
間　
と　
い　
う　
も　
の　
は　
お　
か　
し　

な　
も　
の　
で　
す　
。　
変　
化　
や　
進　
歩　
と　
い　
う　
こ　

と　
に　
夢　
中　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
と　
平　
気　
で　
過　

去　
の　
足　
跡　
を　
消　
し　
去　
る　
よ　
う　
で　
す　
。　
過　

去　
を　
消　
し　
去　
ら　
れ　
た　
こ　
と　
に　
気　
づ　
く　
と　

大　
き　
な　
不　
安　
を　
い　
た　
だ　
き　
ま　
す　
。　
そ　
の　

不　
安　
か　
ら　
ぬ　
け　
出　
す　
た　
め　
に　
さ　
ら　
に　
ま　

た　
変　
化　
や　
進　
歩　
を　
お　
い　
求　
め　
て　
い　
く　
よ　

う　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

そ　
の　
連　
鎖　
の　
果　
て　
に　
は　
ど　
ん　
な　
世　
界　

が　
ま　
っ　
て　
い　
る　
の　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

人
間
は
伝
承
の
森

過　
去　
が　
あ　
っ　
て　
現　
在　
が　
あ　
り　
、　
そ　
し　

て　
そ　
の　
連　
な　
り　
の　
中　
に　
未　
来　
が　
あ　
り　
ま　

す　
。　
そ　
こ　
に　
は　
伝　
承　
が　
な　
く　
て　
は　
な　
り　

ま　
せ　
ん　
。　

宮　
本　
先　
生　
は　
「　
人　
間　
は　
伝　
承　
の　
森　
」　

で　
あ　
る　
と　
い　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

「　
そ　
の　
人　
間　
に　
む　
か　
っ　
て　
歩　
ん　
で　
い　
け　
、　

決　
し　
て　
過　
去　
を　
矮　
小　
化　

わ
い
し
ょ
う
か

し　
て　
は　
い　
け　
な　

い　
。　
矮　
小　
化　
す　
る　
こ　
と　
は　
人　
間　
を　
矮　
小　

化　
す　
る　
こ　
と　
だ　
。　
人　
間　
は　
時　
に　
は　
間　
違　

い　
も　
犯　
す　
こ　
と　
が　
あ　
る　
が　
、　
そ　
れ　
ほ　
ど　

お　
ろ　
か　
で　
は　
な　
い　
。　」　

楽　
天　
的　
と　
も　
い　
え　
る　
ほ　
ど　
人　
間　
を　
信　
じ　

た　
先　
生　
で　
し　
た　
。　

そ　
の　
伝　
承　
を　
容　
赦　
な　
く　
た　
ち　
切　
っ　
て　

い　
く　
現　
代　
、　
そ　
の　
未　
来　
は　
本　
当　
に　
豊　
な　

世　
界　
な　
の　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

現　
代　
の　
繁　
栄　
か　
ら　
も　
っ　
と　
も　
遠　
く　
に　
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い　
る　
高　
齢　
化　
日　
本　
一　
の　
こ　
の　
町　
に　
今　
多　

く　
の　
人　
が　
訪　
れ　
て　
く　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　

し　
た　
。　
そ　
こ　
に　
人　
を　
引　
き　
つ　
け　
る　
も　
の　
、　

そ　
れ　
は　
何　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

「　
あ　
と　
に　
な　
る　
も　
の　
が　
さ　
き　
に　
な　
り　
、　

さ　
き　
に　
な　
る　
も　
の　
が　
あ　
と　
に　
な　
る　
」　
と　

い　
わ　
れ　
ま　
す　
。　
私　
た　
ち　
は　
も　
っ　
と　
足　
も　

と　
を　
見　
、　
も　
っ　
と　
謙　
虚　
に　
な　
る　
べ　
き　
と　

思　
い　
ま　
す　
。　

宮
本
学
の
継
承

宮　
本　
先　
生　
出　
生　
の　
地　
で　
あ　
る　
わ　
が　
町　
で　

は　
、　
昭　
和　
六　
十　
一　
年　
に　
「　
宮　
本　
常　
一　
記　

念　
事　
業　
」　
が　
は　
じ　
ま　
り　
、　
資　
料　
の　
収　
集　
、　

講　
演　
会　
の　
開　
催　
、　「　
郷　
土　
」　
の　
発　
行　
な　

ど　
の　
事　
業　
を　
継　
承　
し　
て　
取　
り　
組　
ん　
で　
き　

ま　
し　
た　
。　
先　
生　
晩　
年　
の　
夢　
と　
も　
い　
う　
べ　

き　
「　
郷　
土　
大　
学　
」　
も　
ど　
う　
に　
か　
存　
続　
し　

て　
い　
ま　
す　
。　
宮　
本　
学　
を　
継　
承　
す　
べ　
く　
館　

の　
建　
設　
を　
望　
む　
声　
も　
高　
ま　
っ　
て　
い　
ま　

す　
。　変　

化　
や　
進　
歩　
ば　
か　
り　
を　
お　
い　
続　
け　
た　

国　
づ　
く　
り　
、　
町　
づ　
く　
り　
は　
い　
つ　
か　
無　
惨　

な　
姿　
を　
さ　
ら　
す　
で　
し　
ょ　
う　
。　

い　
ま　
こ　
そ　
一　
人　
一　
人　
が　
身　
近　
な　
世　
界　

で　
何　
を　
伝　
承　
し　
、　
何　
を　
捨　
て　
て　
い　
く　
の　

か　
考　
え　
、　
選　
択　
す　
る　
時　
で　
す　
。　

そ　
の　
一　
人　
一　
人　
の　
営　
為　
に　
よ　
っ　
て　
二　

十　
一　
世　
紀　
は　
、　
つ　
く　
ら　
れ　
る　
の　
だ　
と　
思　

い　
ま　
す　
。　

＊　
こ　
の　
「　
二　
十　
一　
世　
紀　
へ　
の　
手　
紙　
は　
」　

Ｔ　
Ｙ　
Ｓ　
の　
ロ　
ー　
カ　
ル　
ワ　
イ　
ド　
ニ　
ュ　
ー　

ス　
「　
Ｔ　
Ｙ　
Ｓ　
ナ　
ウ　
」　
で　
二　
月　
二　
十　
一　

日　
に　
放　
送　
さ　
れ　
た　
も　
の　
で　
す　
。　
毎　
日　

新　
聞　
に　
も　
掲　
載　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
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南
方
熊
楠
記
念
館
の

視
察
を
終
え
て

岩

本

重

雄

先　
ず　
位　
置　
か　
ら　
申　
し　
述　
べ　
た　
い　
。　
宿　

を　
出　
て　
西　
方　
に　
向　
か　
う　
と　
す　
ぐ　
に　
白　
浜　

海　
岸　
に　
出　
る　
。　
こ　
れ　
ほ　
ど　
美　
し　
い　
海　
岸　

に　
出　
会　
う　
の　
は　
今　
ま　
で　
に　
な　
い　
こ　
と　
で　

あ　
っ　
た　
。　
ま　
る　
で　
白　
砂　
糖　
を　
振　
り　
ま　
い　

た　
よ　
う　
な　
粒　
子　
の　
細　
か　
い　
真　
白　
な　
砂　
で　

あ　
っ　
た　
。　
鳥　
取　
砂　
丘　
や　
鳴　
門　
海　
岸　
の　
砂　

も　
こ　
れ　
に　
は　
か　
な　
わ　
な　
い　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

天　
女　
の　
舞　
う　
に　
ふ　
さ　
わ　
し　
い　
美　
し　
い　
海　

岸　
、　
今　
日　
は　
太　
平　
洋　
の　
波　
も　
静　
か　
で　
あ　

っ　
た　
。　
こ　
こ　
を　
出　
て　
大　
き　
く　
右　
に　
曲　
が　

る　
と　
前　
方　
に　
円　
月　
島　
が　
見　
え　
る　
。　
マ　
ッ　

チ　
箱　
を　
横　
に　
寝　
か　
し　
た　
よ　
う　
な　
極　
め　
て　

小　
さ　
い　
島　
で　
あ　
る　
が　
、　
中　
央　
に　
円　
形　
の　

洞　
穴　
が　
あ　
い　
て　
い　
る　
。　
夏　
に　
は　
夕　
日　
が　

こ　
の　
中　
に　
ご　
っ　
ぽ　
り　
落　
ち　
る　
と　
い　
う　
か　

ら　
こ　
れ　
を　
眺　
望　
出　
来　
る　
人　
は　
幸　
福　
な　
こ　

と　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
こ　
の　
円　
月　
島　
を　
抱　
く　
よ　

う　
に　
し　
て　
半　
島　
が　
出　
て　
い　
る　
が　
そ　
の　
名　

前　
を　
私　
は　
知　
ら　
な　
い　
。　

南　
方　
記　
念　
館　
は　
こ　
の　
半　
島　
先　
端　
部　
の　

丘　
の　
上　
に　
建　
設　
さ　
れ　
て　
い　
た　
。　
こ　
こ　
は　

も　
と　
植　
物　
園　
だ　
っ　
た　
と　
か　
で　
多　
種　
多　
様　

の　
樹　
木　
が　
そ　
の　
ま　
ま　
に　
保　
存　
さ　
れ　
て　
い　

る　
。　
そ　
の　
間　
の　
小　
道　
を　
登　
る　
と　
昭　
和　
天　

皇　
御　
製　
の　
歌　
碑　
が　
前　
方　
神　
島　
を　
遙　
に　
望　

ん　
で　
建　
っ　
て　
い　
た　
。　

石　
碑　
に　
向　
か　
っ　
て　
う　
や　
う　
や　
し　
く　
最　
敬　

礼　
―　
雨　
に　
け　
ふ　
る　
神　
島　
を　
見　
て　

紀　
伊　
の　
国　
の　
生　
み　
し　

南　
方　
熊　
楠　
を　
思　
う　
―　

記　
念　
館　
に　
入　
る　
と　
、　
応　
接　
室　
で　
記　
念　

館　
建　
設　
の　
説　
明　
か　
ら　
今　
日　
ま　
で　
の　
状　
況　

を　
詳　
し　
く　
説　
明　
を　
受　
け　
た　
。　
私　
ど　
も　
に　

は　
大　
き　
な　
収　
穫　
で　
今　
後　
の　
課　
題　
解　
決　
の　

基　
本　
と　
し　
て　
生　
か　
さ　
れ　
る　
も　
の　
と　
思　

う　
。　
テ　
レ　
ビ　
で　
博　
士　
の　
活　
動　
大　
要　
を　
観　

て　
展　
示　
室　
を　
三　
階　
ま　
で　
巡　
視　
し　
た　
。　

南　
方　
博　
士　
は　
和　
歌　
山　
城　
下　
に　
生　
ま　

れ　
、　
記　
憶　
力　
の　
天　
才　
で　
超　
人　
的　
、　
八　
、　

九　
才　
の　
頃　
か　
ら　
わ　
が　
国　
最　
初　
の　
百　
科　
事　

典　
と　
も　
い　
う　
膨　
大　
な　
辞　
書　
を　
写　
し　
と　
っ　

て　
い　
る　
。　
外　
に　
も　
中　
国　
の　
本　
草　
綱　
目　
五　

十　
二　
巻　
を　
は　
じ　
め　
貝　
原　
益　
軒　
の　
大　
和　
本　

草　
や　
太　
平　
記　
ま　
で　
諸　
方　
を　
走　
り　
ま　
わ　

り　
、　
諳　そら
ん　
じ　
て　
わ　
が　
家　
に　
か　
え　
り　
た　
ち　

ど　
こ　
ろ　
筆　
訳　
し　
て　
写　
本　
を　
作　
り　
上　
げ　
て　

い　
る　
。　
こ　
れ　
ら　
が　
す　
べ　
て　
て　
ん　
じ　
さ　
れ　

て　
い　
る　
の　
で　
あ　
る　
が　
そ　
の　
超　
人　
的　
な　
記　

憶　
力　
と　
努　
力　
に　
心　
底　
か　
ら　
感　
歎　
さ　
せ　
ら　

れ　
る　
。　

こ　
れ　
ら　
が　
全　
身　
に　
す　
べ　
て　
生　
か　
さ　
れ　

て　
、　
い　
ま　
日　
本　
人　
の　
急　
務　
は　
十　
尺　
の　
自　

由　
を　
国　
内　
に　
伸　
さ　
ん　
よ　
り　
は　
、　
む　
し　
ろ　
、　一　

尺　
の　
国　
権　
を　
外　
国　
に　
ひ　
ろ　
げ　
る　
こ　
と　
に　

あ　
る　
。　
そ　
し　
て　
ア　
メ　
リ　
カ　
に　
渡　
り　
、　
実　
に　

苦　
労　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
が　
記　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

「　
わ　
が　
思　
う　
こ　
と　
は　
涯　
な　
し　
、　
命　
に　

涯　
あ　
り　
、　
見　
た　
き　
書　
物　
は　
多　
く　
、　
手　
元　

に　
金　
は　
薄　
し　
。　」　

努　
力　
に　
努　
力　
を　
重　
ね　
た　
超　
人　
で　
も　
あ　

っ　
た　
と　
思　
う　
感　
激　
新　
た　
な　
り　
。　
三　
階　
の　

上　
は　
展　
望　
台　
で　
四　
季　
折　
々　
の　
景　
観　
を　
ゆ　

っ　
く　
り　
楽　
し　
む　
こ　
と　
が　
出　
来　
る　
よ　
う　
に　

な　
っ　
て　
い　
た　
。　
自　
然　
の　
美　
し　
さ　
が　
人　
を　

呼　
ぶ　
と　
思　
っ　
た　
。　
長　
崎　
の　
シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　

記　
念　
館　
も　
長　
崎　
港　
を　
眼　
下　
に　
し　
て　
遠　
望　

し　
、　
昔　
の　
出　
島　
も　
す　
ぐ　
前　
方　
に　
あ　
っ　
た　
。　

南　
方　
記　
念　
館　
も　
太　
平　
洋　
を　
遠　
望　
し　
て　
風　

景　
の　
地　
に　
あ　
る　
。　
日　
の　
当　
る　
道　
は　
幾　
筋　

も　
あ　
る　
と　
思　
う　
が　
宮　
本　
記　

念　
館　
も　
海　
岸　
を　
望　
む　
台　
地　

の　
上　
に　
経　
済　
的　
に　
も　
実　
行　

可　
能　
な　
点　
を　
軸　
に　
自　
信　
を　

も　
っ　
て　
取　
り　
組　
む　
こ　
と　
が　

大　
事　
で　
あ　
ろ　
う　
と　
思　
い　
な　

が　
ら　
出　
会　
い　
に　
感　
謝　
し　
て　

帰　
途　
に　
着　
い　
た　
。　


